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１、はじめに 
農学部の化学実験は、共生バイオ科学科・応用生物化学科・環境森林科学科の３学科新入生（定数１５０名：

受講時１６５＋α名）を対象に実験指導が行われてきた。 

 化学実験項目として、基礎化学・一般化学・有機化学・物理化学に分類し、受講生を実験スペース及び薬

品・器具のセット数によりクラス分けペアを作り、実験指導を行いました。 

 農学部の新たな事業として、化学実験内容を応用した「学び直し」も紹介します。 

 これからの学習指導において、これまでの教育政策のうえで、学生の受けた教育環境も報告します。 
２、化学実験項目 
基礎化学及び物理化学・アボガドロ定数の測定は、１名１実験。一般化学・有機化学は、２名１組１実験。 
実施曜日は火曜日と金曜日です。一般化学は、同曜日に３実験同じスタートですまた有機化学も同様です。 

３、実験準備 

化学実験準備物品 
          

  基礎化学 一般化学 有機化学 物理化学 

品 名 種類 総量（個） 種類 総量（個） 種類 総量（個） 種類 総量（個） 

ガラス器具類                 

汎用 3 1300 5 310 12 560 3 130 

計測用 1 90 6 380 7 150 8 150 

その他 6 450 3 60 6 110 4 80 

その他 3 140 3 110 12 220 9 560 

薬品類                 

酸類 6 4 3 2 

アルカリ類 3 3 10   

毒劇類 6 2 2 2 

その他 3 4 2 3 

                  

その他         10   2   

2009年度に実験室が改装され、実験室（337㎡）、準備・収納室（94㎡）計431㎡の新実験室になりました。
環境管理として実験室の仕分け、不要物品の廃棄を行いました。 
 

化学実験項目 

基礎化学 一般化学 有機化学 物理化学 

基本的注意事項 溶液の化学 有機溶媒・抽出 アボガドロ定数の測定 

ガラス細工 緩衝液滴定 糖分析 反応速度測定 

無機定性分析 比色分析 有機合成 スペクトル分析 



実験物品は、ティーチング・ アシスタント（ＴＡ）と共に準備をします。 

基礎化学85セット、一般化学と有機化学は18セットで3項目、物理化学は、30セットを用意します。 
各項目実験実施前に必要個数を確認し、個別に配布します。およそ160種類・4800個になります。 
準備調製薬品の例として無機定性分析を掲載しました。 
 

 
 
４、実験指導 
基礎化学・一般化学・有機化学・物理化学に各 3 名のＴＡが配置され、指導教員及び技術職員によって学生
の実験指導が行われています。 
職種は、異なるが相互流動的に指導にあたっている。 
有機化学の例では、各項目（アルコール・糖・溶媒及び抽出）にＴＡ１名が配置され、指導補助を行う。一

年生は実験終了で移動する。 
実験指導体制は、良好だが受講生への教育効果評価が難しい。 
 

無機定性（薬品調製）例 
１－１ 個人試薬 7 種    

  塩酸②        ６Ｍ           ＨＣｌ （濃塩酸Ｃｌ＝３６％＝１１. 8Ｍ） 

    硫酸⑤        ３Ｍ           Ｈ２ＳＯ４    ３０９．７ｇ／Ｌ 

          （Con,95％、35.6 N、比重1.84） 

  硝酸⑥        ６Ｍ           ＨＮＯ３       ３７８ｇ／Ｌ 

         （濃度６０％、比重1.38、１３.1Ｍ  ２２９ｍｌ）/ ５００ｍｌ 

  酢酸⑦        ６Ｍ           ＣＨ３ＣＯＯＨ    ３６０ｇ／Ｌ 

  濃アンモニア水⑧   １５Ｍ       ＮＨ４ＯＨ (mw;３５)  ５２５ｇ／Ｌ 

                   （濃度２８％、比重0.9、１４．８Ｎ） 

  アンモニア水⑨    ６Ｍ           ＮＨ４ＯＨ      ２１０ｇ／Ｌ 

  チオアセトアミド   ５％     CH3CSNH2        ５g／１００ml 

１－２ 共通試薬 6 種 

  クロム酸カリウム④  0.5 Ｍ        Ｋ２Ｃr Ｏ４                  ９７g／Ｌ 

  酢酸アンモニウム⑤  1Ｍ               ＣＨ３ＣＯＯＮＨ４         ７７ｇ／Ｌ 

  フェノールフタレイン⑭  0.1％        １ｇ／Ｌ  (９５％アルコール) 

  ヘキサシアノ鉄（Ⅱ）酸カリウム⑯ 

  （フェロシアン酸カリウム） 0.025 Ｍ Ｋ４［Ｆｅ（ＣＮ）６］．３Ｈ２Ｏ １０.5ｇ/Ｌ 

  ホルマリン⑱（ホルムアルデヒド）    

    ヨウ化アンモニウム⑲  

１－３ 陽イオン ３種 

  主として 0.1 M 硝酸塩溶液（陽イオンのストック液は１molで作製し、使用時に１０倍に 

    希釈する） Ｃｕ２＋は、硝酸銅（糖；フェーリング液硫酸銅：0.14M）。 

     

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
５、分析機器 
pHメーター、融点測定装置、比色計、分光光度計の保守管理及び使用書の作成を行う。 
以下の説明は、エチレンジアミン錯体・スペクトル実験の一部操作法を掲載した。 
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６、学び直し事業への応用 
社会人が、農学化学を学べる講座が開設

され、化学実験項目が選択された。 

平成２２年度は、受講生１０名でした。 
実験準備は、１０項目分。１項目１０セ

ットを用意し、内容は表のとうりで１実

験１名でした。実験担当は、技術職員と

TA数名で実験指導を行った。 
 
７、最近の教育環境及び今後 
旧学習指導要領（2002年）が実施されその数年後、結果が少なからず表面して全国大学では『基礎学力の低
下』がささやかれ、中高校生の理科離れが始まった。文科省も学力低下批判をうけて教育政策の転換を行っ

た（新学習2011年実施）。大学において初年次教育をさらに重視しなければならない状況にある。 
まだまだ続く「ゆとり組」への、過保護的な教育指導を行わなければいけない。 

食品分析オペレータを目指して 
＊対象 食品分析未経験者で、 
    食品分析オペレーターを目指す方 
＊ プログラムのあらまし 

    分析化学の基礎を学びます。 
    食品分析の実際を実習します 

期間 
    ２０１０年 ８月２６日（木）~

９月１７日（金） 


